








局一

展 示活動企面罵

＠担当学芸員舟木力英

＠関連事業

スペシャルトーク

講師針生一郎（美術評論家）／遠藤彰子（画家）

｜]時７月23日（日）午後２時～３時

会場展示室

、〆

遠藤彰子展Ａｋｉｓｍ－生命を調う
穀、

Ｏ会期平成18年７月21日(金)～8112711（IＩ）

Ｏ主催茨城県つくば美術館

ＯポスターＢ２◎チラシＡ４

０図録297×221ｍｍ１０７頁

編集：舟木力英(茨城県つくば美術館分館長）

デザイン：水家実和子(茨城県つくば美術館嘱託）

発行：茨城県つくば美術館

Ｏ入場者数4,978人

Ｏ観覧料一般380(320)円／高・人生280(220)円／

小・中生180(120)円

※（）内は20名以上の団体料金

Ｏ出品点数９９点

Ｏ内容解説

1947年東京生まれの遠藤彰子は，現在，具象絵画の世界

で最もエネルギッシュな制作活動を展開している団塊世代

の女性画家である。

1970年代から，女流画家協会展や二紀展に出品し，安井

賞をはじめ，数々 の受賞を重ね，その作I1illIは，今日，美術

教科書にも紹介されている。

ダイナミックな構図の中に，人間や動物，大人や子供な

ど，生きとし生ける者のさまざまな姿を描き込む作品は，

生きることの限りない豊醗を語り，生命の飽くなき力強さ

を讃えている。迷路を思わせる，縦横無尽の画面には,誰も

が記憶のどこかにとどめおく懐かしい世界が描かれている。

会場には500号以上の大作を中心に，1000号，1500号の巨

大絵画が並び，観る者を圧倒する。

本展では，大型油彩画計49点に新聞連戦の挿図原画を併

せて展示，週末毎に作家も来館し，来場者は直接作家と語

るチャンスにも恵まれた,、

記念講演会

｢私の美術人生」

識師遠藤彰子

ｕ時７月29日(土）午後１時30分～３時

会場アルスホール

ギャラリートークＩ

｢作者が語る」

稚師遠藤彰子

司会・進行舟木力英（つくば美術館分館長）

「１時８月６日（日）午後１時30分～３時

会場展示室

ギャラリートークⅡ

「学芸員が語る」

胆､Ｉ１舟木力英（つくば美術館分館長）

１１時８月121FI（日）午後１時30分～３時

会場展示室

◎関連記事

．「遠藤彰ｆ展Akism-生命を証う」

７月ｌⅡ【常陽リビング】

．「パワフルな画業の全貌」７月l7II【茨城新聞】

。「遠藤彰子展きよう開幕」７月21日【茨城新聞

．「Akism生命を調う」７月2111【常陽ウイークリー】

．「同人絵両で生命表現」７j122日【朝日新聞】

．「系統立てて分類展示」７j-126日【常陽新聞】

・舟木力英｢遠藤彰子の世界ｌ楽園」８月２日【茨城新聞】
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